
公益社団法人森林・自然環境技術教育研究センター 
令和８年度定時総会 林野庁森林整備部長祝辞 

 
日時：令和８年６月 12 日(金)14:00～ 
場所：アルカディア市ヶ谷（私学会館）７階白根 

 
本日ここに、公益社団法人森林・自然環境技術教育研究センターの令

和８年度定時総会が盛大に開催されますことを心よりお慶び申し上げま
す。 
 
御列席の皆様方におかれましては、森林の整備・保全管理に関する調

査研究、技術者の技術力向上及び継続教育の支援等により、国土の保全、
森林・林業の発展及び科学技術の向上に御尽力されていることに、深く
敬意を表します。 
 
さて、我が国の森林資源は本格的な利用期を迎えており、2050 年ネッ

ト・ゼロの実現や、地域の林業・木材産業の持続的な発展に向け、「伐
って、使って、植えて、育てる」という資源の循環利用に着実に取り組
んでいく必要があります。 

 
 本年は、我が国の森林・林業施策の基本的な方針を定めた「森林・林
業基本計画」の５年に一度の変更年であり、９か月にわたる林政審議会
等での議論を経て、先週６月５日に新たな基本計画が閣議決定されたと
ころです。 
 新たな基本計画においては、「百年つづく『森の国・木の街』へ」と
いう副題のもと、 
〇 木材の利用拡大、幅広い需要の創出とこれに応じた国産材の供給力
強化 

〇 林業適地のゾーニングと林業経営体への集積・集約化、スマート林
業技術の実装等による持続的な林業の確立 

〇 国民の安全・安心を根底から支える多様で健全な森林づくり 
といった施策の方向性を掲げ、これらの実現に向け、関係者が将来に希
望を持って新たな取組に挑戦できるよう、民間活力の積極的な活用を図
りつつ、施策を集中し、機動的な実施を図ることにより、森林・林業・
木材産業の次の百年の礎を築いていくこととしています。 
 
そして、これらの施策を現場で実践していくための鍵となるのが、

「人」の力に他なりません。豊富な経験と専門的な技術を有する貴セン
ター会員の皆様をはじめ、関係者が一体となって、蓄積された技術情報
の提供や普及啓発、更なる専門技術の向上及び継続教育を進めていくこ
とが、これまで以上に重要となることから、今後とも皆様方の御協力を



賜りますようお願い申し上げます。 
 
結びに、貴センターの益々の御発展と、御列席の皆様方の御健勝を祈

念いたしまして、お祝いの言葉とさせていただきます。 
 
 

令和８年６月 12 日 
林野庁森林整備部長 齋藤 健一 


